
講師

漢字学習方法にバリエーションはありますか? ー明日から始められる教室活動ー

Discovering the variation of methods in learning Kanji: The ready-to-use classroom activities
セミナー
タイトル

セミナー
概要

＜講演＞ みなさんは漢字をどのように学びましたか。どのように教えていますか。漢字の学び方や教え方には

どのくらいの種類があるでしょうか。本セミナーでは、まず、学習者が漢字をどのように学んでいるのか、漢字

学習にどのような思いを抱いているのかをお話しします。また、先生方がどのような方法で漢字を教えている

のかについても共有したうえで、さまざまな教室活動を提案します。

＜ワークショップ＞ 教室活動の例を見ながら、翌日から始められる教室活動はないか検討していきます。なお、

筆ペンやカラーペン、色鉛筆を持っている方は、ご用意ください（もちろんお持ちでなくても参加可能です）。

日時

2022年3月5日（土）

マレーシア時間： 09:00-12:00 講演

13:30-15:30 ワークショップ

プラットフォーム：オンラインZOOM Meeting

対象

東南アジアの日本語教師および日本語教育関係者
※本セミナーは日本語で行われます（JLPT N3以上を持つ方に推奨）

申し込み： https://forms.gle/UjFMheTMHoivbJdg8

ウェブサイト：https://www.jfkl.org.my/events/MJLES2021-2022/

問い合わせ: seminar@jfkl.org.my

濱川祐紀代先生
専門は日本語教育における漢字（教育・学習）で、埼玉大学で博士号を取得されました。自
律学習・教師教育・教師のメンタルヘルスなどにもご関心があります。また、2004年に
「JSL漢字学習研究会」を、2018年に「日本語教育に関わる教職員のためのメンタルヘル
ス研究会」を立ち上げ、代表を務めておられます。現在は、早稲田大学日本語教育研究セ
ンターで主に留学生への日本語教育に関わっていらっしゃいます。
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